
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
後
の
王
朝
コ
ン
バ
ウ
ン
朝
の
創

始
者
ア
ラ
ウ
ン
パ
ヤ
ー
王
が
、
ダ
ゴ
ン
を
占
領
し
、

宿
敵
モ
ン
軍
を
撃
破
し
た
の
は
一
七
五
五
年
で
あ

っ
た
。
ビ
ル
マ
史
上
三
度
目
の
統
一
王
朝
を
打
ち

立
て
た
国
王
は
、
こ
の
地
を
ヤ
ン
（
敵
）
が
コ
ン

（
尽
き
果
て
る
）
と
い
う
意
味
の
「
ヤ
ン
ゴ
ン
」

へ
と
改
称
し
た
。
し
か
し
、
コ
ン
バ
ウ
ン
王
朝
は

そ
の
後
三
度
に
お
よ
ぶ
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
に
敗

れ
、
一
八
八
五
年
に
滅
亡
す
る
。
最
後
の
国
王
テ

ィ
ー
ボ
ー
は
王
都
マ
ン
ダ
レ
ー
の
王
宮
の
鬼
門
か

ら
連
れ
出
さ
れ
、
イ
ン
ド
へ
と
流
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
植
民
地
政
庁
は
ヤ
ン
ゴ
ン
を
行
政
、

軍
事
、
経
済
の
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
く
。
ヤ
ン

ゴ
ン
は
小
さ
な
漁
村
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
首
都

へ
と
発
展
を
遂
げ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
敵
を
討

ち
滅
ぼ
し
全
国
統
一
を
成
し
遂
げ
た
記
念
の
地
が
、

植
民
地
支
配
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
歴
史
の
皮
肉

で
あ
る
。

今
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
は
そ
の
恨
み
を
晴
ら
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
軍
政
は
植
民
地

期
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
ヤ
ン
ゴ
ン
を
捨
て
、
国

の
中
部
に
新
首
都
の
建
設
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

●
突
然
の
遷
都

二
○
○
五
年
央
、
突
然
、
表
面
化
し
た
中
部
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
小
さ
な
町
ピ
ン
マ
ナ
へ
の
遷
都
計
画

は
、
実
現
不
可
能
と
の
大
方
の
予
測
を
裏
切
り
、

同
年
一
一
月
に
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。
一
九
四
八

年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
独
立
の
日
時
を
占
星
術
師
の
占

い
に
よ
っ
て
選
ん
だ
慣
例
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
今
回
も
彼
ら
の
御
託
宣
に
従
い
、
一
一
月
六

日
の
日
曜
日
、
早
朝
六
時
三
七
分
き
っ
か
り

4

4

4

4

に
、

前
日
に
引
っ
越
し
を
申
し
渡
さ
れ
た
ば
か
り
の
九

省
庁
の
公
務
員
を
満
載
し
た
第
一
陣
の
ト
ラ
ッ
ク

が
、
ピ
ン
マ
ナ
へ
向
け
ヤ
ン
ゴ
ン
を
出
発
し
た
。

翌
七
日
、
チ
ョ
ー
サ
ン
情
報
相
は
、
行
政
機
能
を

円
滑
に
す
る
た
め
に
、
政
府
機
能
の
中
枢
を
移
転

す
る
と
だ
け
説
明
し
た
。
ま
た
、
当
面
、
外
国
公

館
に
移
転
を
求
め
る
つ
も
り
は
な
い
と
も
発
言
し

た
。ピ

ン
マ
ナ
は
近
郊
の
村
々
を
含
め
て
も
約
二
○

万
人
程
度
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
旧
首
都
ヤ
ン
ゴ

ン
と
旧
王
都
マ
ン
ダ
レ
ー
を
結
ぶ
幹
線
道
路
沿
い

に
位
置
し
て
い
る
も
の
の
、
道
路
の
整
備
状
況
は

悪
く
、
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
車
で
七
〜
八
時
間
を
要
す

る
。
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
な
ど
の
通
信

事
情
も
劣
悪
で
あ
る
。
政
府
庁
舎
や
職
員
住
宅
、

生
活
関
連
イ
ン
フ
ラ
も
、
現
在
は
徐
々
に
整
い
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
ピ
ン
マ
ナ
へ
の
移
転

が
行
政
機
能
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
後
正
式
な
発
表
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
国
内
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
新
首
都
を
ネ
ー
ピ

ー
ド
ー
（
ビ
ル
マ
語
で
「
王
都
」
の
意
味
）
と
呼

称
し
始
め
た
。
二
○
○
六
年
一
○
月
一
○
日
、
チ

ョ
ー
サ
ン
情
報
相
が
同
国
の
首
都
は
ネ
ー
ピ
ー
ド

ー
で
あ
る
と
発
言
し
、
よ
う
や
く
新
首
都
の
名
前

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
式
な
首
都
移
転
日
が

同
年
二
月
一
七
日
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

軍
政
は
自
ら
を
王
と
し
て
、「
王
都
」
を
建
設
し

た
の
で
あ
る
。

●
軍
政
の
狙
い

突
然
の
遷
都
は
内
外
の
関
係
者
に
驚
き
と
困
惑

を
も
た
ら
し
た
。
遷
都
計
画
を
知
ら
な
か
っ
た
ア

メ
リ
カ
や
タ
イ
は
、
今
も
ヤ
ン
ゴ
ン
に
新
た
に
大

使
館
を
建
設
中
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
軍
政
が
新
大
使
館
の
建
築
許
可
を
下
ろ
し
た
直

後
に
、
遷
都
を
発
表
し
た
こ
と
に
困
惑
を
隠
せ
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
近
隣
諸
国
へ
の
通
告
も
な

い
徹
底
し
た
秘
密
主
義
に
よ
る
移
転
計
画
は
、
自

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
の
「
王
都
」、
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
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国
民
は
も
と
よ
り
国
際
社
会
か
ら
も
軍
政
の
奇
行

と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

遷
都
の
理
由
は
占
星
術
師
の
御
託
宣
に
従
っ
た

だ
け
と
の
噂
が
、
ま
こ
と
し
や
か
に
囁
か
れ
た
。

し
か
し
、
遷
都
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軍
政

の
奇
行
と
片
づ
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

だ
ろ
う
。
や
は
り
そ
こ
に
は
軍
政
な
り
の
論
理
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
い
っ
た
い
彼
ら
の
狙
い
は
何

な
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
や
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、

米
国
の
武
力
行
使
に
対
す
る
軍
政
の
パ
ラ
ノ
イ
ア

的
恐
怖
が
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
米
軍

が
海
か
ら
侵
攻
し
て
き
た
場
合
、
ヤ
ン
ゴ
ン
は
す

ぐ
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
山
深
い
ピ
ン
マ
ナ

を
拠
点
と
し
て
い
れ
ば
ゲ
リ
ラ
戦
で
反
撃
で
き
る

と
い
う
。
端
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
侵
攻
は
馬
鹿
げ
た
妄
想
に
す
ぎ
な
い
が
、
軍

政
首
脳
の
間
で
は
現
実
的
な
脅
威
と
し
て
想
定
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
パ
ナ
マ
侵

攻
（
麻
薬
問
題
）、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
空
爆
（
民
族
問
題
）、
イ
ラ
ク
侵
攻
（
大
量
破

壊
兵
器
、
人
権
・
民
主
化
問
題
）
に
お
い
て
開
戦

の
口
実
を
与
え
た
問
題
の
多
く
を
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

軍
政
は
抱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
軍
の
侵
攻
へ
の
対
抗
策
か
否
か
は

と
も
か
く
と
し
て
、
国
内
治
安
の
維
持
と
い
う
戦

略
的
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
上
ビ
ル
マ
、
下
ビ
ル
マ
、

シ
ャ
ン
州
の
結
節
点
に
位
置
す
る
ピ
ン
マ
ナ
に
軍

の
拠
点
を
置
く
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
実
は
国
軍
総
司
令
部
を
ピ
ン
マ
ナ
に
置

く
構
想
は
以
前
よ
り
あ
り
、
今
回
の
行
政
組
織
の

移
転
の
前
に
、
す
で
に
国
軍
の
中
枢
機
能
は
当
地

に
移
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
将
来
的
な
国
軍
の
権
力
維
持
を
狙
っ

た
動
き
と
の
指
摘
も
あ
る
。
軍
政
に
は
一
九
八
八

年
の
大
衆
蜂
起
の
鮮
烈
な
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
時
、

民
主
化
を
求
め
て
荒
れ
狂
う
大
衆
デ
モ
に
よ
り
、

政
府
機
能
は
完
全
に
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
。
軍
政

は
今
も
ヤ
ン
ゴ
ン
で
の
大
衆
暴
動
の
発
生
を
怖
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
軍
政
は
、
ピ
ン
マ
ナ
に
政
府
組

織
を
移
転
す
る
こ
と
で
、
再
び
ヤ
ン
ゴ
ン
で
大
衆

蜂
起
が
あ
っ
た
場
合
で
も
政
府
機
能
を
維
持
し
、

権
力
を
保
持
で
き
る
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
、
と
の
見
方
で
あ
る
。
国
土
を
二
分
し

て
も
国
軍
の
地
位
を
守
る
。
遷
都
は
こ
う
し
た
国

軍
の
意
思
表
示
と
も
映
る
。

第
三
に
、
今
回
の
遷
都
は
国
際
社
会
に
対
す
る

国
軍
の
意
地
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
人

も
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
は
、
民
主
化
運
動
の

指
導
者
で
あ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
の
軟
禁

を
続
け
る
な
ど
人
権
・
民
主
化
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
こ
れ
を
理
由
に
国
際
社
会
の
厳
し
い
批
判
に

晒
さ
れ
て
き
た
。
軍
政
が
遷
都
を
強
行
す
る
直
前
、

二
○
○
五
年
七
月
に
は
翌
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
）
議
長
国
へ
の
就
任
が
、
欧
米
諸
国
の
反
対

に
よ
っ
て
辞
退
に
追
い
込
ま
れ
た
。
一
九
九
七
年

に
国
際
社
会
へ
の
本
格
復
帰
を
目
指
し
て
加
盟
し

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
さ
え
も
国
際

社
会
の
批
判
か
ら
自
分
た
ち
を
守
る
盾
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。
軍
政
は
国
際
社
会
に
対
し
、
深
い
失

望
と
憤
り
を
覚
え
た
に
違
い
な
い
。
彼
ら
は
国
際

社
会
に
背
を
向
け
た
。
し
か
し
同
時
に
、
自
ら
の

力
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
に
、
新
首
都
建
設
と
い

う
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
敢
行
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
遷
都
と
い
う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
財
源
を
軍
政
が
獲
得
し
た
点
が
重
要
で
あ

る
。
そ
れ
は
外
資
に
よ
る
天
然
ガ
ス
開
発
の
成
功

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
同
国
の
海
底
天
然
ガ

ス
田
は
一
九
九
○
年
代
後
半
に
開
発
が
す
す
み
、

二
○
○
一
年
か
ら
隣
国
タ
イ
へ
の
輸
出
が
本
格
化

し
た
。
天
然
ガ
ス
に
よ
る
外
貨
収
入
は
、
二
○
○

六
年
に
は
二
○
億
ド
ル
を
超
え
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
全

輸
出
の
約
六
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
収
入

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
外
貨
事
情
を
大
き
く
改
善
し
た
。

と
く
に
、
天
然
ガ
ス
収
入
は
全
て
が
国
有
企
業
を

通
じ
て
国
庫
に
入
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
家
財
政
は
潤
っ
た
。
新
首
都
建
設
と
い

う
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
う
し
た
資
金
を
元
に

実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
新
首
都
探
訪

首
都
移
転
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
新
首
都
へ
の

訪
問
は
、
と
く
に
外
国
人
に
対
し
て
は
、
厳
し
く

制
限
さ
れ
て
き
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
が
ネ
ー
ピ

ー
ド
ー
を
本
格
的
に
海
外
に
公
開
し
た
の
は
、
二

○
○
七
年
三
月
二
七
日
に
新
首
都
で
開
催
さ
れ
た

第
六
二
回
国
軍
記
念
日
の
式
典
に
際
し
て
で
あ
っ

た
。
軍
政
は
記
念
式
典
を
取
材
さ
せ
る
た
め
、
日

本
や
欧
米
な
ど
の
報
道
関
係
者
約
四
○
人
に
滞
在

許
可
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
初
め
て
、
ベ

ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
新
首
都
の
様
子
が
海
外
に

紹
介
さ
れ
た
。
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筆
者
は
こ
れ
以
前
の
二
○
○
六
年
一
二
月
に
ネ

ー
ピ
ー
ド
ー
を
訪
問
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
訪
問
記
を
紹
介
し
よ
う
。

ピ
ン
マ
ナ
は
ヤ
ン
ゴ
ン
＝
マ
ン
ダ
レ
ー
を
結
ぶ

国
道
一
号
線
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。
ヤ
ン
ゴ
ン

か
ら
ピ
ン
マ
ナ
市
内
ま
で
の
距
離
は
、
走
行
し
た

車
の
メ
ー
タ
ー
で
計
っ
て
約
三
○
○
キ
ロ
。
道
路

は
対
面
二
車
線
の
区
間
が
多
く
、
舗
装
状
況
は
良

好
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
私
が
最
後
に
走
っ

た
四
年
前
と
比
べ
る
と
、
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
た
と

の
印
象
を
受
け
た
。
そ
れ
で
も
、
お
そ
ら
く
洪
水

に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
が
、
舗
装
が
流
さ
れ
て
い
る

箇
所
が
所
々
に
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
雨
期

は
洪
水
が
頻
発
し
、
農
作
物
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
た
。

新
首
都
へ
の
道
の
り
は
、
通
常
、
ヤ
ン
ゴ
ン
か

ら
行
く
と
ピ
ン
マ
ナ
の
町
の
手
前
で
左
折
し
、
新

た
に
建
設
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
道
路
を
使
う
こ
と
に

な
る
。
ア
ク
セ
ス
道
路
を
左
折
し
て
行
政
地
区
ま

で
は
、
約
六
キ
ロ
の
距
離
で
あ
る
。
但
し
、
筆
者

は
前
日
ピ
ン
マ
ナ
の
製
糖
工
場
に
宿
泊
し
て
い
た

た
め
、
今
回
は
別
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
使
う
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
ち
ら
の
道
は
元
々
バ
ゴ
ー
山
脈
を

越
え
る
街
道
で
あ
っ
た
が
、
新
首
都
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
拡
幅
舗
装
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
他
に
も
新
首
都
で
は
道
路
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
お
り
、
周
辺
地
域
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
あ

る
程
度
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
主
要
都
市
と
新
首
都
を
結
ぶ
公
共
交

通
網
は
極
め
て
未
発
達
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヤ
ン

ゴ
ン
か
ら
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
へ
行
く
場
合
、
普
通
の

公
務
員
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
バ
ス
か
列
車
を
使

う
。
長
距
離
バ
ス
は
毎
日
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

道
路
状
況
が
よ
く
な
い
た
め
約
一
○
時
間
を
要
す

る
長
旅
と
な
る
。
列
車
は
日
に
二
便
し
か
な
く
、

こ
ち
ら
も
八
〜
九
時
間
は
か
か
る
。
途
中
、
少
数

民
族
反
乱
軍
の
出
没
す
る
治
安
の
不
安
定
な
地
域

を
通
る
た
め
、
以
前
は
あ
っ
た
夜
行
便
は
、
現
在

は
中
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
許
認
可
の
必

要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
へ
行
く
場

合
、
行
き
に
一
日
、
申
請
に
一
日
、
帰
り
に
一
日

の
三
日
を
要
し
て
し
ま
う
。
許
認
可
を
受
領
す
る

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
例
え
ば
商
業
省

は
輸
出
入
許
可
の
手
続
き
に
お
い
て
、
代
理
申
請

を
認
め
て
い
な
い
。
実
際
に
輸
出
入
を
す
る
会
社

の
社
員
が
、
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
ま
で
行
っ
て
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

空
路
で
行
く
方
法
も
あ
る
。
ヤ
ン
ゴ
ン
＝
ネ
ー

ピ
ー
ド
ー
間
は
、
最
近
は
毎
日
飛
行
機
が
飛
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
但
し
、
外
国
人
あ
る
い
は
ド
ル
払

い
で
搭
乗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乗
客
の
場
合
、

片
道
七
○
ド
ル
と
高
く
、
し
か
も
最
寄
り
の
エ
ラ

空
港
か
ら
新
首
都
ま
で
車
で
三
〇
分
強
離
れ
て
い

る
。
空
港
に
は
タ
ク
シ
ー
も
い
な
い
た
め
、
事
前

に
車
の
手
配
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

便
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
多
い
と
い
う
。
や
は
り
、
お

金
は
か
か
っ
て
も
、
自
家
用
車
か
借
上
車
両
で
行

く
の
が
、
最
も
確
実
な
方
法
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
新
首
都
へ
向
け
て
工
場
を
出
発
し
た
筆

者
は
途
中
ピ
ン
マ
ナ
市
内
を
通
過
し
た
。
驚
い
た

こ
と
に
、
町
は
人
と
車
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

私
が
四
年
前
に
こ
の
町
を
訪
れ
た
時
は
、
本
当
に

田
舎
町
と
い
う
風
情
で
あ
っ
た
の
で
遷
都
の
影
響

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

新
首
都
へ
向
か
う
道
路
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
走
る
と
、
右

手
に
建
設
中
の
市
庁
舎
が
見
え
て
き
た
（
写
真

１
）。
新
首
都
の
知
事
に
は
、
既
に
国
境
地
域
少

数
民
族
開
発
相
の
テ
イ
ン
ニ
ュ
ン
大
佐
が
任
命
さ

れ
て
い
る
が
、
市
庁
舎
の
建
設
は
移
転
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
○
分
ほ

ど
走
る
と
チ
ャ
ッ
ピ
ェ
ー
村
に
到
着
し
た
。
ビ
ル

マ
語
で
お
化
け
（
チ
ャ
ッ
）も
逃
げ
る
（
ピ
ェ
ー
）

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
辺
鄙
な
田
舎
の
村
は
賑
や
か
な

町
へ
と
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
ま
も
な
く
大
き
な
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
に
到
着
し
た
。
こ
の
交
差
点
が
ネ
ー

ピ
ー
ド
ー
を
行
政
地
区
、
住
宅
街
、
宿
泊
施
設
な

ど
に
分
割
す
る
基
点
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
宿

泊
施
設
の
区
域
へ
と
向
か
っ
た
。
二
○
分
ほ
ど
走

写真１：建設中の市庁舎（2006 年 12月 6日、筆者撮影）
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る
と
、
左
手
に
建
設
中
の
コ
テ
ッ
ジ
・
タ
イ
プ
の

ホ
テ
ル
が
見
え
て
き
た
。
す
で
に
稼
働
し
て
い
る

ク
ム
ド
ラ
・
ホ
テ
ル
を
訪
問
す
る
と
、
外
国
人
の

グ
ル
ー
プ
が
宿
泊
し
て
い
た
。
部
屋
数
は
二
八
部

屋
、
料
金
は
一
二
○
ド
ル
（
四
人
用
）、
七
○
ド

ル
（
三
人
用
）、
四
○
ド
ル
（
二
人
用
）
と
、
ヤ

ン
ゴ
ン
の
高
級
ホ
テ
ル
並
の
値
段
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
こ
の
日
は
満
室
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
か
ら
引
き
返
し
て
、
今
度
は
行
政
地
区

を
目
指
し
た
。
行
政
地
区
へ
行
く
道
は
本
当
に
閑

散
と
し
て
い
る
。
行
政
地
区
内
に
入
っ
て
も
各
省

庁
の
建
物
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
散
在
し
て
い
る
だ

け
で
、
時
々
車
は
通
る
も
の
の
、
人
通
り
は
全
く

な
い
。
各
省
庁
の
間
は
と
て
も
歩
け
る
距
離
で
は

な
い
し
、
山
の
中
に
あ
る
の
で
自
転
車
で
も
行
き

来
は
困
難
で
あ
る
。
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が
な
け
れ

ば
、
書
類
一
つ
届
け
ら
れ
な
い
「
官
庁
街
」
で
あ

っ
た
。

●
役
所
と
公
務
員

二
○
分
ほ
ど
走
る
と
、
目
的
の
省
庁
に
到
着
し

た
。
関
係
部
署
の
部
屋
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
旧

知
の
友
人
達
が
勢
揃
い
し
て
い
た
。
筆
者
は
二
○

○
二
年
に
ヤ
ン
ゴ
ン
の
こ
の
役
所
で
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
そ
の
時
の
同
僚
が
（
移
転
し
た
の
で
当

た
り
前
で
は
あ
る
が
）
そ
こ
に
い
た
の
で
あ
る
。

事
務
所
の
雑
然
ぶ
り
は
ヤ
ン
ゴ
ン
に
い
た
時
と
同

じ
で
あ
る
。
外
を
歩
い
て
い
る
人
が
全
く
い
な
い

異
様
な
空
間
の
中
に
、
懐
か
し
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

役
所
の
雰
囲
気
が
再
現
さ
れ
て
い
た
。
一
瞬
、
ヤ

ン
ゴ
ン
の
事
務
所
が
そ
の
ま
ま
移
動
し
て
き
た
よ

う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
考
え
て
み

れ
ば
こ
れ
は
錯
覚
で
は
な
く
、
実
際
に
、
机
も
椅

子
も
電
灯
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
書
類
も
、
そ
し

て
人
も
そ
っ
く
り
移
転
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
役
所
に
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
多

い
。
彼
女
達
の
多
く
は
一
人
で
、
突
然
の
首
都
移

転
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
と

こ
ろ
（
と
言
っ
て
も
新
首
都
で
あ
る
が
）
で
再
会

す
る
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
移
転
し
て

き
た
当
初
の
劣
悪
な
状
況
に
比
べ
て
、
だ
い
ぶ
落

ち
着
い
て
き
た
様
子
で
は
あ
っ
た
が
、
仕
事
場
と

共
同
生
活
に
近
い
宿
舎
と
の
往
復
の
生
活
で
、
し

か
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ヤ
ン
ゴ
ン
の
家
族
と
離
れ

て
単
身
赴
任
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
不
満
が
な
い

は
ず
は
な
い
。
住
宅
街
（
写
真
２
）
を
走
っ
て
み

た
が
、
同
じ
よ
う
な
建
物
が
並
ぶ
だ
け
で
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
の
愛
す
る
ラ
ペ
ッ
イ
ェ
ー
・
サ
イ
ン

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
版
喫
茶
店
）
一
つ
な
い
。
そ
れ
で

も
、「
仕
事
に
集
中
で
き
る
の
が
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー

の
強
み
だ
」
な
ど
と
冗
談
を
言
う
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

を
み
て
い
る
と
、
本
当
に
こ
の
人
た
ち
の
忍
耐
強

さ
に
感
心
す
る
。
私
は
日
本
か
ら
持
っ
て
行
っ
た

イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ラ
ー
メ
ン
を
置
い
て
、
今
度
は

ヤ
ン
ゴ
ン
で
会
お
う
と
言
っ
て
、
お
別
れ
し
た
。

●
軍
政
の
王
都

ピ
ン
マ
ナ
の
町
を
通
過
し
て
、
さ
ら
に
国
道
一

号
線
を
マ
ン
ダ
レ
ー
方
向
に
北
上
す
る
と
、
ほ
ど

な
く
国
道
を
右
折
す
る
八
車
線
の
舗
装
道
路
が
忽

然
と
現
れ
る
。
道
路
の
入
口
に
は
物
々
し
く
警
備

す
る
軍
人
が
数
人
立
っ
て
い
る
。
こ
の
道
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
版
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
国
軍
総
司
令
部
）
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
。

車
上
か
ら
、
遠
く
八
車
線
道
路
の
先
に
、
巨
大

な
建
物
群
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
全
省
庁

を
巻
き
込
ん
だ
今
回
の
遷
都
は
、
先
に
述
べ
た
と

お
り
、
元
々
は
国
軍
総
司
令
部
の
当
地
へ
の
移
転

が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
物
群
が
ヤ
ン
ゴ

ン
で
一
緒
に
仕
事
を
し
た
同
僚
た
ち
を
こ
の
地
に

連
れ
て
き
た
の
か
と
考
え
る
と
、
軍
政
の
「
意

地
」
と
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
る
人
々
に
思
い
が

至
っ
た
。

二
○
○
七
年
九
月
、
統
治
二
○
年
目
に
入
る
ミ

ャ
ン
マ
ー
軍
政
は
、
新
た
に
手
に
し
た
「
王
都
」

で
、
ど
の
よ
う
な
国
家
建
設
を
夢
見
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

（ 

く
ど
う　

と
し
ひ
ろ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

写真２：同じかたちの建物が並ぶ住宅街（2006 年 12 月 6日、
筆者撮影）
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